　２０１７年度　広島自治体問題研究所　事業計画

１　２０１７「ひろしま自治体学校」を開催します。
　　「広島県政白書」発刊披露を兼ねて「県政フォーラム」の内容とします。
　　日時：10月1日（日）　10：00～17：00　（詳細は未定）
　　会場：広島県健康福祉センター
記念講演：立命館大学　教授　森　裕之　（財政学、都市経済学）
　　実行委員会を設けて内容を検討していきます。

２　広島県政に関する調査・研究を強めます。
　　2017年10月末に現知事の任期（2期目）を迎えます。
　　県民の立場から広島県行政への政策提案を進めます。
　　「県政白書」を実行委員会が中心になって発刊します。

３　会員による調査会・研究会活動を強めます。
　　広島県政研究会
　　広島市政研究会（広島市政白書づくりの取組みをはじめます。）
　　福山市政研究会（福山まち研との連携を図り、活動を支援します。）
　　備北まちづくり研究会

４　学習会・講座等を開催します。
市民公開講座、講演会などを充実させます。
テーマにそって県内各地域での開催も計画します。
　　「連携中枢都市圏構想」、「地方創生」、「定住自立圏構想」「農協改革」、「景観まちづくり」
その他、会員や地域の求めに応じて市民公開講座を開きます。

５　地域自治研（まち研）づくりや地域フォーラム（仮称）づくりをめざします。
　　自治体に関わる諸問題を取り上げて地域諸団体との交流を図ります。

６　月報誌「ひろしまの地域とくらし」の定期発行と内容の充実を図ります。
　　
７　出版活動と情報発信を進めます。
　　「保育待機児解消、民間移管・子育て新保育制度への対抗軸」（保育センターと共同）
　　ＴＰＰと農業・中山間地経済について調査・研究をおこないます。
　　都市再開発（広島駅周辺再開発など）の調査・研究をおこないます。
　　道州制、大都市制度などの調査・研究をおこないます。
　　Webサイト、ＳＮＳを利用した会員交流、意見交換を進め、会員の拡大につなげます。

８　会員拡大を図ります。
　　自治体職員（特に若い世代）・地方議員の会員拡大をめざします。
研究者、地域団体会員の拡大をめざします。
　　
９　研究者・会員交流を図ります。
　　研究者・研究室訪問などをおこないます。



　　２０１７年度　広島自治体問題研究所　役員

	顧　問
	佐藤　光雄
	元広島市職員労働組合委員長

	顧　問
	田村　和之
	広島大学名誉教授

	理事長
	村上　博
	広島修道大学

	副理事長
	佐中　忠司
	広島大学名誉教授

	
	塩見　信彦
	広島市職員労働組合

	
	居神　友久
	広島県商工団体連合会

	理　事
	田中　秀樹
	広島大学大学院

	
	山田　健吾
	広島修道大学

	
	中森　辰一
	広島市議会議員

	
	金子　秀典
	広島市職員労働組合

	
	大内　理枝
	広島県自治体労働組合総連合

	
	大畠　順一
	広島県自治体労働組合総連合

	
	木下　克己
	広島市職員労働組合

	
	西村　峰子
	広島県民主医療機関連合会

	
	井町　千代美
	元広島県職員

	
	水馬　朋子
	県立広島大学

	事務局長
	橋本　和正
	元広島市職員

	事務局次長
	三木　茂夫
	元広島県職員

	[bookmark: _GoBack]監　査
	伊津　弘
	広島市職員労働組合

	
	河辺　尊文
	広島民主商工会
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